
令和 7年度 自己評価結果 

 

〈美容科教育活動について〉 

【現状の問題】 

・カリキュラムの見直しや教材についての一考の余地がある。 

【改善のための工夫】 

・職員間で意見を出し合う。 

【結果検証】 

・問題の解決につながる。 

 

〈美容科実習授業について〉 

【希望や要望】 

・美容科 2年生のカリキュラムをスムーズに実行したい。 

【問題点や反省点】 

・スケジュールを詰め込みすぎの傾向にある。 

【今後に向けての変更点や工夫、改善点】 

・年間スケジュールの計画時に改善を図る。 

 

 

〈エステティック科教育活動について〉 

【現状の問題】 

・試験不合格者に対して再試験などへの誘導がもう少しあるとよい。 

・目標に到達しない学生へのフォローをもう少ししたほうがよい。 

【改善のための工夫】 

・再試験の情報伝達は行うが、詳細なども伝える。 

・ある程度技術ができるようになったら外部モデルさんに来てもらい様々な年齢層や肌質に対応できる技術や 

接客を身につけさせる。 

・１年生と２年生で相モデルを組むなど工夫する。 

 

 

〈エステティック科実習授業について〉 

【希望や要望】 

・エステコンテストの基本部門と応用部門に出場。 

・基本技術（手技）の見直しと再確認のため、エステティック協会のスキルアップ講習会を実施した。実習を受

け持つ講師全員での受講（（フェイシャル）がたいへん有益であったので、今後、同様にボディ講習についても

受講したい。 



【問題点や反省点】 

・奇数人数の時のボディ実習の対応が難しい時がある。 

【今後に向けての変更や工夫、改善点】 

・エステティック協会からソシオエステティシャンの方に来ていただきソシオエステティシャンの活動について

の特別講義をしていただいた。学生にとって良い刺激となりエステティシャンの多様性に触れるよい機会だった。 

今後は、美と健康にアプローチできる知識と技術に加えて、より多くの人にエステティックや美容へのアプロー

チができるようなカリキュラムの導入を検討したい。 

 

 

〈ベーシックビューティー科教育活動について〉 

【現状の問題】 

・授業に取り組む姿勢、理解度にばらつきがある。 

【改善のための工夫】 

・期末テスト以外にも定期的に小テストを実施し理解度を深める。 

 

〈ベーシックビューティー科実習授業について〉 

【希望や要望】 

特になし 

 

【問題点や反省点】 

・相対的に男子学生のメイク授業への興味が薄く、前向きな実習の取り組み姿勢に差がみられる。 

・教科書に沿い授業を行っているが、より魅力的な授業内容を目指して補助教材等の導入を検討する。 

 

【今後に向けての変更点や工夫、改善点】 

・メイクウィッグを使用する。 

・メイク実習では基本技術だけでなく、自由にメイクしてみるなど自主的に取り組めるような時間を作る。 

・担当講師が学生により幅広い技術を教示できるようにするために、様々なメイク講座等の受講を予定している。 

・フォトコンテストへの出品をする。 

 


